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Fig．
　　　P軸・丁軸集成図出力例
12An　example　of　the　diagram　showing　P－and　T－axes　distribution、
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図13　　P軸方位分布図出力例
Fig．13An　example　of　the　P－axis　distribution　map．
（1）発震機構解図：任意の視線方向から見た発震機構解図を表示する．標準の下半球等積投
　　影の場合の出力例を図11に示す．押し引きのシンボノレのマーク，大きさ，色は任意に指
　　定可能である．
（2）P軸・丁軸集成図：指定された全地震の発震機構解のP軸・丁軸の位置を，任意半球への
　　等積投影図上に集成して表示する．図12に出力例を示す．
（3）発震機構解分布図：発震機構解図そのもの，またはP軸・丁軸の方向を，地図上または東
　　西・南北断面図上の震源位置に表示する．後者の場合，単に方向だけを示すモードと投
　　影長で示すモードを選択できる．なお，任意直方体領域の地震を指定した場合は，任意
　　方向から任意の術角で覗き込んだ同様の図を出力する機能を有している．図13に，地図
　　上にP軸方位をのせた出力例を示す．
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7．NRHYPO：震源計算ルーチン
　地震データ処理の定常作業で用いられている震源計算プログラム（岡田，1988）を汎用の用
途に拡大したものであり，下記のような機能を有している．
震源計算に使用する観測点の追加，除外，または限定
入力読取り値の修正および追加
観測点補正値の組み入れ
震源計算を行うP，Sの読取数基準値の変更
深さが負になった際に固定する深さの数およびその値の変更
収束判定の基準値および判定打切り回数の変更
（7）読取りデータを除外するO－Cの基準値および除外作業打切り回数の変更
（8）震央の（X，Y）座標を求めるための基準緯度・経度の変更
8．NRMECA：発震機構解計算ルーチン
　地震データ処理の定常作業で用いられている発震機構解計算プログラム（岡田，1988）を汎
用の用途に拡大したものであり，下記のような機能を有している．
（1）発震機構解計算に便用する観測点の追加，除外，または限定
（2）入力極性読取り値の修正及び追加
（3）発震機構解計算を行う極性読取数基準値の変更
（4）解を探索する格子点の問隔及び軸回転刻みの変更
（5）発震機構解の出力数の指定（最大20種まで）
9．おわりに
　現在までに整備を終えた地震データ利用ルーチンは，いずれも基礎的なものばかりである．
しかしながら，個々のルーチンには可能な限りの機能を詰め込んだため，プログラム自体は
相当に複雑なものとなっている．あらゆる機能の組み合わせについて完全なチェックが行わ
れた訳ではないので，ユーザの使用によって発見されたバグの修正を積み重ねることによっ
て，より完全なものに近づけていく必要がある．その意味で，本システムの整備は，当セン
ター第2研究部構成員の共同作業であるといえよう．今後は，現在のシステムを更に拡充す
るため，他の種類のデータの利用ルーチンや，地震，地殻変動の理論計算プログラムを加え
る等して，より有用なシステムの整備を図っていきたい．
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